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  おはようございます。委員の皆様におかれましては、公私とも大変お忙しいところ、

総会にご出席いただき誠にありがとうございます。本日は農振除外の案件がございま

すので、市の農業振興課から杉山課長と担当の方に出席いただいております。この後、

議案の説明がありますのでよろしくお願いいたします。総会終了後には農業者年金の

研修会を予定しておりますのでスムーズな進行にご協力くださいますよう重ねてお

願い申し上げます。 

  本日、欠席の届け出が、２２番、茂木靖雄委員から出ております。また、会長が体

調不良のため欠席しておりますので、本日の議長は鈴木会長職務代理者に務めていた

だきます。 

  それでは、定刻となりましたので、ただいまから第１３回大仙市農業委員会総会を

開催いたします。                     （午前９時 開会） 

  はじめに会長職務代理者からご挨拶を頂戴いたします。 

 

（会長職務代理者挨拶） 

 

 

ありがとうございました。会議に先立ち出席委員数をご報告させていただきます。 

  ただいまの出席者は２１名となっております。会議規則第９条の規定による定足数に

達しており、本総会は成立していることをご報告申し上げます。 

  次に、前回５月１０日の総会から本日までの主な業務報告を申し上げます。お手元

に配付しております第１３回総会までの業務報告書をご覧願います。 

  ５月１０日に第１２回農業委員会総会を、委員２１名、推進委員３名の出席をいた

だき、ここ神岡農村環境改善センターにおいて開催しております。 

  ５月２２日に秋田県都市農業委員会会長会通常総会が秋田市アキタパークホテル

において開催され、私が出席しております。毎年、役員は改選となり、当会の細谷会

長は、副会長に選任されております。 

  その他の業務につきましては、配付いたしました資料のとおりとなっておりますの

で、ご確認いただきたいと存じます。以上で、主な業務報告といたします。 

  それでは、大仙市農業委員会会議規則により、会議の進行は会長職務代理者にお願

いいたします。 

 

 

本日の会議を開会します。 

はじめに、議事録署名委員を決めたいと思いますが、当席より指名することにご異議ござ 

いませんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、５番、信田浩則委員、６番、本間隆喜委員の両名を議事録署名委員に

指名いたします。 

 

 

 議案第１号の大仙農業振興地域整備計画の変更に対する意見についてを議題としま

す。 

 

議案第１号、大仙農業振興地域整備計画の変更に対する意見について 

大仙農業振興地域整備計画に係る農用地利用計画の変更について、農業振興地域の整

備に関する法律施行規則第３条の２の規定に基づき、大仙市長より大仙市農業委員会会

長あて諮問があったので意見を求める 
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令和６年６月７日 提出        

                大仙市農業委員会 会長 細谷 精悦 

 

農業振興課の説明を求めます。 

 

ただいまご紹介いただきました農業振興課の杉山と申します。日頃より市の農業施

策につきましては農業委員の皆様、最適化推進委員の皆様から多大なるご理解、ご協

力をいただきありがとうございます。 
本日は、農業振興課から私と藤本主任、仙北支所農林建設課の伊藤主任、太田支所

農林建設課の斎藤主幹の３人で議案の説明をさせていただきます。どうぞよろしくお

願いします。 

はじめに議案第１号については、大仙農業振興地域整備計画の変更ということでお

諮り申し上げますが、変更の概要といたしましては、大曲、仙北、太田地域の除外案

件５件でございます。 
計画の変更にあたりましては、大変お忙しい中、地元の農業委員や農地最適化推進

委員の皆様に現地確認をいただいたほか、去る５月１６日に大仙農業振興地域整備促

進協議会幹事会を開催し、計画の妥当性など様々な要件に照らしあわせて協議を行っ

たところであり、各案件の除外についてやむを得ないものとの結論に至っておりま

す。 

この後、全体概要については担当の藤本主任から、各事案の詳細については各地域

の担当により順次ご説明させて頂きますのでよろしくお願いいたします。 
 

農業振興課の藤本と申します。よろしくお願いいたします。ここからは座ってご説

明させていただきます。 

各地域の説明に入ります前に、全体の概要についてご説明いたします。お手元の議案

書１ページ、総会議案資料の１ページから１０ページまでとなります。今次、令和６年

度前期分の計画変更につきまして、除外案件５件となっております。除外する農地は田

５筆、合計面積７，５５５平方メートルです。除外後の用途につきましては、一般住宅

３件、駐車場１件、製品置場及び駐車場１件です。除外にあたりまして、事業計画の妥

当性や、除外することにより農地の集団化、効率化、担い手の農地集積や水路等の土地

改良施設に支障が出ないかどうかの除外６要件に加え、農地法による転用許可の見込み

についても含め、総合的に判断いたしております。なお、除外６要件のうち地域計画達

成への影響につきましては、令和６年６月現在、地域計画が未策定であることから今回

の除外全案件について検討不要といたします。 

それでは各案件につきまして、大曲、仙北、太田地域の順で担当よりご説明させてい

ただきますので、よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

 

はじめに大曲地域の除外案件についてご説明申し上げます。案件番号１番です。総

会議案資料につきましては、１ページ、２ページをご覧ください。 

申し出地は角間川町○○○○○○○○○、地目は田、面積○○○平方メートルです。 

申し出者は、○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さん。計画者は、○○○○○

○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○、○○○さんです。除外後の用途は

一般住宅です。 

申請理由といたしまして、計画者は現在、家族５人で東京のアパートに住んでいます

が、秋田へＵターンすることを計画しており、計画者の弟である○○さんの農地を分筆

し一般住宅の設置を行うため、当該地を除外するものです。当該地の西側は市道、北側、

東側は一団の農地があります。南側には申出者の○○さんが農業用倉庫を設置する計画

であり、そちらは軽微な変更の後、農地法第４条の自己転用を行う予定です。当該地の

東側は引き続き申出者が耕作する予定であり、当該変更により分断、孤立する農地もな

く、農地の集団化等に影響を及ぼすおそれはないと判断しております。造成後、汚水、
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生活排水は合併浄化槽で処理し、雨水については自然流下とします。また、緩衝地を設

け土砂の流出を防ぐ計画であり、土地改良施設等の機能に支障を及ぼすおそれはないと

判断しております。土地改良事業については、担い手育成基盤整備事業が平成１５年度

に終了しており、関係土地改良区等とは調整済みです。 

農地転用における立地基準につきまして、当該地は概ね１０ヘクタール以上の規模の

一団の農地にある第１種農地と判断できます。第１種農地は原則許可できませんが、

農地法施行規則第３３条第４号の規定により、申請に係る土地の周辺の地域において

居住する者の日常生活上または業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるもの

であることから、立地基準における許可要件を満たしていると判断いたしました。 

 

続いて、案件番号２番です。総会議案資料につきましては、３ページ、４ページを

ご覧ください。 

申し出地は角間川町○○○○○○○○、地目は田、面積○○○○○平方メートルで

す。申し出者は、○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さん。計画者は、○

○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○、○○○○○、○○○

○さんです。除外後の用途は駐車場です。 

申請理由といたしまして、計画会社は樹脂・金型加工業を営んでいますが、事業拡大

に伴い既存駐車スペースに新工場の設置を計画しており、駐車場を新たに確保する必要

があることから、工場に隣接する当該地に従業員用駐車スペース５４台分及び資材運搬

車両４台分の駐車場の設置を行うため当該地を除外するものです。当該地の東側は県

道、南側には計画会社敷地、西側及び北側には市道がある非農地に囲まれた農地であり、

当該変更により分断、孤立する農地もなく、農地の集団化等に影響を及ぼすおそれはな

いと判断しております。造成後、雨水については自然流下とし、安定勾配で法面整形す

ることで土砂の流出を防ぐ計画であり、土地改良施設等の機能に支障を及ぼすおそれは

ないと判断しております。土地改良事業については、県営ほ場整備事業が平成１５年度

に終了しており、関係土地改良区等とは調整済みです。 

農地転用における立地基準につきまして、当該地は概ね１０ヘクタール以上の規模の

一団の農地にある第１種農地と判断できます。第１種農地は原則許可できませんが、

農地法施行規則第３５条第５号の規定により、既存の施設の拡張で、拡張に係る部分

の敷地の面積が既存の敷地面積○○○○○○○○平方メートルの２分の１を超えな

いものであることから、立地基準における許可要件を満たしていると判断いたしまし

た。 

 

続いて、案件番号３番です。総会議案資料につきましては、５ページ、６ページを

ご覧ください。 

申し出地は、四ツ屋○○○○○○○○、地目は田、面積○○○平方メートルです。 

申し出者は、○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○さん。計画者は、○○

○○○○○○○、○○○○○○○、○○○○○さんです。除外後の用途は一般住宅で

す。 

申請理由といたしまして、計画者は現在、家族３人でアパートに住んでいますが、

計画者の祖父である○○○さんが高齢になったことから農作業を手伝いたいと考え

実家隣接地に一般住宅の設置を行うため当該地を除外するものです。当該地の南側は

市道、西側は市道を挟み実家敷地がある宅地、北側及び東側は一団の農地が広がる端

部にある農地です。当該変更により分断、孤立する農地も無く、農地の集団化等に影

響を及ぼすおそれはないと判断しております。造成後、汚水、生活排水は合併浄化槽

で処理し、雨水については自然流下とします。また、緩衝地を設け土砂の流出を防ぐ

計画であり、土地改良施設等の機能に支障を及ぼすおそれはないと判断しておりま

す。土地改良事業については、国営造成土地改良事業が平成１４年度に、担い手育成

基盤整備事業が平成１７年度に終了しており、関係土地改良区等とは調整済みです。 
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農地転用における立地基準につきまして、案件１番と同じく、概ね１０ヘクタール

以上の規模の一団の農地にある第１種農地であり、居住する者の日常生活上または業

務上必要な施設で集落に接続して設置されるものであることから立地基準における

許可要件を満たしていると判断いたしました。 

続いて、仙北地域の除外案件について説明させていただきます。４番をご説明いたしま

す。総会議案資料につきましては、７ページ及び８ページをご覧ください。 

   申出地は、大仙市横堀○○○○○○○○、現況地目は田、面積○○○○○平方メート

ル、１筆です。申出人は、○○○○○○○○○○、○○○○さん。計画者は、○○○○○ 

○○○○○○、○○○○○○○、○○○○○、○○○さんです。○○○○さんと○○○さ

んは親子の関係です。用途は、製品置場及び駐車場です。 

   計画者は、現在土木・解体工事業、除雪の請負及び産廃処分業がれき類の破砕を業と

していますが、破砕処分後の製品の貯蔵量も増大、製品の置場が手狭であることから、隣

接地である当該地に製品置場及び駐車場を計画したものであり、破砕処分後の製品、解

体専用の建設機械の増や従業員の増も考慮し規模は妥当と判断します。駐車台数は、破

砕プラントの従業委員１０人及び来客分、重機台数２台等、製品置場の想定数量は再生コ

ンクリート等置き分○○○○○立方メートル、製品の運搬路等を考慮しております。なお、

出入りについては自社破砕プラントからの出入りになります。土地の選定に当たっては、他

に適地が無く、自社破砕プラントの隣接地である当該申請地を選定したものです。 

   当該地は集落に接続した農地であり、当該変更により分断、孤立する農地も無く、農地用

の集団化等に影響を及ぼすおそれは無いと判断しております。雨水は自然流下となります。

擁壁・防護柵を設け、土砂の流出や周囲に製品が崩れないように防ぐこととしており、土地

改良施設等の機能に支障を及ぼすおそれは無いと判断しております。土地改良事業等に

ついては、国営造成土地改良施設整備事業が平成１０年度から平成１４年度、及び農業基

盤整備促進事業横堀７期地区が平成２７年度に終了しており、また事業完了後８年が経過し

ており、関係土地改良区とは調整済です。 

  農地転用における立地基準につきましては、概ね１０ヘクタール以上の規模の一団

の農地区域内にある農地であることから第１種農地に該当すると判断しております。

農地転用による許可基準につきましては、当該地は集落に接続した農地であり、申請

に係る土地の周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要な施設で、

集落に接続して設置されるものに該当することから許可要件を満たすと判断してお

ります。 

  以上、仙北地域の案件について説明を終わります。 

 

続きまして、太田地域の除外案件についてご説明申し上げます。番号は５番です。総

会議案資料につきましては、９ページ、１０ページをご覧ください。 

申出地は、大仙市太田町太田○○○○○○○○、現況地目は田、面積は○○○平

方メートルです。申出者は、○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○、

○○○○さん。計画者は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○の

○○○○さん、○○○○さんです。用途は一般住宅です。計画者夫婦は現在アパート

で暮らしていますが、今度子どもが生まれることを機に祖父母宅に近接する当該地に新

たに住宅を建築することから、当該地の農地を農用地区域から除外するものです。 

当該地は、西・北側は宅地、東・南側には市道を挟んで一団の農地が広がる端部に位

置する農地で、当該変更により分断、孤立する農地も無く、農用地の集団化等に影響を

及ぼすおそれはないと判断しております。汚水、生活排水は集落排水で処理し、雨水に

ついては自然流下とし、境界線布設法面を緩い勾配にするため、土地改良施設等の機能

に支障を及ぼすおそれは無いと判断しております。土地改良事業については、国営造成

土地改良施設整備事業が平成１０年度から平成１４年度に完了しており、また完了から

８年が経過しており関係土地改良区とは調整済です。 
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農地転用における立地基準につきましては、良好な営農条件を備えた概ね１０ヘクタール

以上の規模の一団の農地の区域内であることから第１種農地に該当すると判断しておりま

す。農地転用における許可基準につきましては、集落に接続した農地であり、申請に係る土

地の周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要な施設で集落に接続して

設置されるものに該当することから許可要件を満たすと判断いたします。なお、地元の農業

委員、推進員からも現地確認に立ち会っていただいたおります。 
以上、除外案件ご審議のほど、よろしくお願い致します。 

 

説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

（はい、挙手の声あり） 

 

  １７番、渡委員。 

 

  １７番、渡です。 

  案件の内容について異議はありませんが、資料の図面が非常に分かりづらいので、

もう少し分かりやすい図面を利用するようにお願いいたします。例えば大曲地域の資

料の図面は非常に分かりにくく、場所を確認することが困難でした。ぜひ改善するよ

うお願いいたします。 

  案件の中身については、異議はございません。 

 

  次回より改善いたします。すみませんでした。 

 

  他にありませんか。 

 

無いようですので、これより採決いたします。  

本案件について、原案のとおり同意することに賛成の方は、挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

 

全員賛成ですので、本案件は原案のとおり同意することに決定しました。 

ここで、農業振興課の職員が退席いたしますので暫時休憩します。 

                                        (午前９時３３分 休憩) 

 

 

休憩前に引き続き会議を再開します。          (午前９時３５分 再開) 

議案第２号の農地法第３条の規定による許可申請についてを議題とします。 

 

議案第２号、農地法第３条の規定による許可申請について 

  農地法第３条の規定により、下記農地の申請があったので審議を求める 

 

令和６年６月７日 提出        

大仙市農業委員会 会長 細谷 精悦  
 

事務局の説明を求めます。 

 
２ページ、１番をご覧ください。 
農地の所在は、四ツ屋○○○○○○○○、地目が畑、面積が○○○平方メートル、

１筆です。売買による所有権移転です。譲渡人は、○○○○○○○○○○○○○○、
○○○○さん、７２歳。譲受人は、○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さ
ん、７２歳です。 

申請理由につきまして、○○○○さんが市外に転出予定のため居住している宅地お
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参 与 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 与 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

議 長 

よび隣接している当該農地を手放したいと考えており、近隣に住む○○○○さんに相

談し売買でまとまったものになります。売買価格は、１０アール当たり○○○円で総

額○○○○○○○○円になります。売買価格が高く設定されていますが、宅地部分と一

括購入するにあたり、総額を案分した金額であり双方合意の上で設定されたものです。 

 

続いて２ページ、２番をご覧ください。 

農地の所在は、角間川町○○○○○、地目が田、面積が○○○平方メートル、外、

田１筆、計２筆、合計面積○○○平方メートルです。贈与による所有権移転です。譲

渡人は、○○○○○○○○○○○○○○○、○○○さん、７３歳です。譲受人は、○

○○○○○○○○○○○○、○○○さん、６４歳です。申請理由につきまして、譲受

人である○○○さんが○○○さんから当該農地を貰い受けて欲しいと相談があった

ものです。○さんは現在農業をしておりませんが、今後は集落営農で耕作を予定して

います。 

 

続いて５ページ、８番をご覧ください。 

農地の所在は、高梨○○○○○○○、地目は田、面積○○○平方メートル、外、

田１筆、合計面積○○○平方メートルです。贈与による所有権移転です。譲渡人

は、○○○○○○○○○○○○○、○○○さん、６７歳。譲受人は、○○○○○○

○○○○○○○、○○○○さん、８９歳です。 

申請理由ですが、申請農地は譲受人の○○さんが所有する農地の隣接地です。譲渡人

の○○さんは農地の処分を希望し、これまで管理をお願いしていた○○さんに譲りたい

と申し出て○○さんが了承したものです。 

 

議案第２号につきましては、ただいま説明いたしました３件の外に、賃貸借権設定の

新規２件、使用貸借権設定の更新３件がございます。 

６ページの農地法第３条の調査書をご覧ください。農地法第３条第２項各号には該当

しない旨記載したもので、結果許可要件を満たしているものと考えます。 

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

 

説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

（なしの声） 

 

質疑無いようですので、これより採決いたします。  

本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

 

全員賛成ですので、本案件は原案のとおり許可することに決定しました。 

 

 

次に、議案第３号の農地法第４条の規定による許可申請についてを議題とします。 

 

議案第４号、農地法第四条の規定による許可申請について 

   農地法第４条の規定により、下記農地の申請があったので審議を求める 

 

           令和６年６月７日 提出 

             大仙市農業委員会 会長 細谷 精悦 

 

事務局の説明を求めます。 
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議 長 
 

 

泉芳博委員 

 

 

 

事務局長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

 

 

 

 

案件１番をご説明いたします。７ページ、１番をご覧ください。位置図、配置図につ

きましては、資料１、２ページになります。 

農地の所在は、太田町太田○○○○○○○○、地目は田、面積○○○平方メートル、 

１筆です。申請人は、○○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さんです。転用

理由につきましては、申請人が所有する農業用倉庫が手狭となり、農機等を保管する格

納庫が必要となったため自宅に隣接した申請地に建築するものであります。 

許可基準における立地基準につきまして、申請地は、１０ヘクタール以上の一団の農

地の区域内にあるため第１種農地に区分されることから、原則許可できませんが、農地

法施行規則第３３条第４号により、この格納庫は営農に必要なものであり、併せて集落

に接続して設置されることから立地基準を満たしているものと判断いたしました。な

お、この案件は今年１月開催の総会において農振除外案件として同意をいただいた案件

でございます。 

 

事務局からの説明が終わりました。これより現地調査されました委員から補足説明を

お願いいたします。案件１番についてお願いします。 

 

  １８番、泉です。先日、事務局と推進委員の方々と一緒に現地調査して参りました。

周りに障害となるようなものはございませんし、何ら問題は無いと思われますので、よ

ろしくご審議のほどお願いいたします。 

 

現地調査大変ありがとうございました。それでは、よろしくご審議の上、ご決定賜り

ますようお願い申し上げます。 

 

質疑に入ります。質疑ございませんか。 

（なしの声） 

 

無いようですので、これより採決いたします。  

本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

 

全員賛成ですので、本案件は原案のとおり許可することに決定しました。 

 

 

次に、議案第４号の農地法第５条の規定による許可申請についてを議題とします。 

 

議案第４号、農地法第５条の規定による許可申請について 

   農地法第５条の規定により、下記農地の申請があったので審議を求める 

 

令和６年６月７日 提出 

大仙市農業委員会 会長 細谷 精悦 

 

事務局の説明を求めます。 

 

８ページ１番、２番は、関連がありますので一括でご説明いたします。位置図、平面

図につきましては、資料３ページ、４ページをご覧ください。 

農地の所在が、下鴬野○○○○○○、地目が田、面積○○○○○平方メートル、外、

田１筆、計２筆、合計面積○○○○○平方メートルです。賃貸借による一時転用の案

件です。貸付人は、○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さんです。借受人は、
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議 長 

 

 

玉井慎太郎 

委員 

 

事務局長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

 

 

○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○、○○○○○、○○○○さんで

す。申請理由につきましては、砂利採取のための一時転用で、１番は砂利採取場、２番

が表土置場として使用します。設定期間は、許可日から１年間で、１平方メートル当た

りの賃借料は、１番が○○○円、２番が○○○円となっております。 

許可基準における立地基準につきましては、申請地は農用地区域内にあることから原

則許可できませんが、例外として農地法施行令第１１条第１項第１号により、一時的に

砂利採取のため農地を使用するものであることから許可基準を満たしているものと判

断いたしました。また、一般基準につきましても添付書類等を勘案した結果、許可基準

を満たしているものと判断いたしました。 

 

事務局からの説明が終わりました。これより現地調査されました委員から補足説明を

お願いいたします。案件１番、２番についてお願いします。 

 

  ９番、玉井です。５月２７日に現地調査して参りました。事務局の説明のとおり、

何ら問題のないことを確認してきましたので、どうかよろしくお願いいたします。 

 

現地調査大変ありがとうございました。それでは、よろしくご審議の上、ご決定賜り

ますようお願い申し上げます。 

 

質疑に入ります。質疑ございませんか。 

（なしの声） 

 

無いようですので、これより採決いたします。  

本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

 

全員賛成ですので、本案件は原案のとおり許可することに決定しました。 

 

 

次に、議案第５号の農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認に

ついてを議題とします。 

 

議案第５号、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認について

農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律（令和４年法律第５６号）附則第 

５条の改訂に伴い、改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により、

下記農用地利用集積計画の決定について意見を求める 

 

               令和６年６月７日 提出        

大仙市農業委員会 会長 細谷 精悦  
 

議案第５号、案件１番を議題とします。本案件は、○番、○○○○委員の関係議案

につき、会議規則第２８条の規定により○○委員の退席を求めます。 

（○○委員 退席） 

 

事務局の説明を求めます。 

 

９ページ１番についてご説明いたします。 

利用権を設定する農地は、南外○○○○○○○○○、地目は田、面積が○○○平

方メートル、外、田３筆、計４筆、合計面積○○○○○平方メートルです。設定期



 

11 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

間満了による利用権の更新です。利用権の設定をする方は、○○○○○○○○○○

○○○○○、○○○○さん、７２歳です。利用権の設定を受ける方は、○○○○○

○○○○○○○○、○○○○さん、３５歳です。設定期間は３年。賃借料は１０ア

ール当たり○○○○○円です。単価が低く設定されている理由といたしましては、

以前何も作付けしておらず荒れた状態であったため当初からこの金額で契約して

おり、今回も同額で双方合意のうえ契約更新するものです。 

この案件は改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし

ているものと考えております。よろしくご審議くださるよう、お願い申し上げま

す。 

 

説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

（なしの声） 

 

無いようですので、これより採決いたします。  

本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

 

全員賛成ですので、本案件は原案のとおり承認することに決定しました。 

○番、○○委員の入場を求めます。 

（○○委員入場） 

 

 

議案第５号、案件３９番から４１番を議題とします。本案件は、○番、○○○委員

の関係議案につき、会議規則第２８条の規定により○○委員の退席を求めます。 

（○○委員 退席） 

 

事務局の説明を求めます。 

 

３１ページの３９番から４１番について、関連がありますので一括でご説明いたしま

す。 

利用権を設定する農地は、内小友○○○○○○○○○○、地目は田、面積○○○平

方メートル、外、田４筆、計５筆、合計面積○○○○○平方メートルです。農地中間

管理機構を活用した新規の利用権設定です。利用権を設定する方は、○○○○○○○

○○○○○○○○○○、○○○○さん外２名です。公益社団法人秋田県農業公社が借

り受けます。秋田県農業公社から先ほどの農地を借り受ける方は、○○○○○○○○

○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○、○○○さんです。期間

は全て１０年間。賃借料は１０アール当たり○○○○○円から○○○○○○○円で、

賃借料の違いは圃場の条件によるものです。 

申請理由として、当該農地は現在別の法人が借り受けて耕作しておりましたが、当該

地区で行われている圃場整備事業に関連し、法人間で利用権の交換等を行って農地の集

積・集約化を図るものです。この案件は改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３

項の各要件を満たしているものと考えております。 

よろしくご審議くださるよう、お願い申し上げます。 

 

説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

（なしの声） 

 

無いようですので、これより採決いたします。  

本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 
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議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

参 与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員賛成ですので、本案件は原案のとおり承認することに決定しました。 

○番、○○委員の入場を求めます。 

（○○委員入場） 

 

 

次に議案第５号、案件２番から３８番、４２番から５７番までを議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

 

１６ページ、１４番についてご説明いたします。 

利用権を設定する農地は、神宮寺○○○○○○○○○、地目は田、面積○○○○○

平方メートルです。新規の利用権設定です。利用権を設定する方は、○○○○○○○

○○○○○○○、○○○さん、６３歳です。利用権の設定を受ける方は、○○○○○

○○○○○○○○○、○○○○○さん、８１歳です。設定期間は５年。１０アール当

たりの賃借料は○○○○○○○円となっております。 

申請理由といたしまして、申請農地は借り手の○○○さんの息子の○○さんがこ

れまで借り受けていましたが、○○さんが転居し耕作出来なくなったことから今回

利用権設定の更新をするにあたって、○○○さんが借り受けることになったもので

す。賃借料はほ場整備実施済であり耕作条件、収穫量ともに良好なため１０アール

当たり○○○○○○○円に設定されております。 

 

続いて１５番についてご説明いたします。 

利用権を設定する農地は、神宮寺○○○○○○○○○、地目は畑、面積○○○平

方メートルです。新規の利用権設定です。利用権を設定する方は、○○○○○○○

○○○○○○○○、○○○○○さん、５９歳です。利用権の設定を受ける方は、○

○○○○○○○○○○○、○○○○○さん、２７歳になります。設定期間は１０年。

賃借料は総額○○○○○円となっております。 

申請理由といたしまして、新規就農者で花卉栽培をしている○○○さんが経営規

模拡大のため、現在作付けしている農地の近くに新たな農地を探していたところ、

○○さんが貸付に応じてくれたものです。 

 

３７ページ、５４番についてご説明させていただきます。 

利用権を設定する農地は、高梨○○○○○○○、地目は田、面積○○○○○平方

メートル、１筆です。農地中間管理機構を利用する新規の利用権設定です。利用権

を設定する方は、○○○○○○○○○○○○○○○、○○○さん、４５歳です。利

用権の設定を受ける方は、○○○○○○○○○○○○○、○○○さん、４１歳です。

設定期間は１０年。１０アール当たりの賃借料は○○○○○円となっております。 

申請理由といたしまして、以前別の耕作者と賃貸借契約をしていましたが、合意解約

となり今回新たに○○さんと契約するものです。賃借料が低く設定されておりますが、

圃場条件が悪いため低く設定されたものです。 

 

その他の案件についてご説明させていただきます。 

議案第５号につきましては、ただいま説明いたしました３件の外に賃貸借権設定の新

規２６件、更新２４件がございます。所有権移転の案件はありませんでした。 

  次に、賃貸借権設定における田の賃借料の金額でありますが、説明案件を除き、１０

アール当たり○○○○○円から○○○○○○○円と幅がございます。これは、ほ場等

の条件や契約者双方の意向もあり、妥当な契約金額と推察しております。 

  いずれも改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしている

ものと考えておりますので、よろしくご審議の上ご承認賜りますようお願い申し上げま

す。 
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議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

（なしの声） 

 

無いようですので、これより採決いたします。  

本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

 

全員賛成ですので、本案件は原案のとおり承認することに決定しました。 

 

 

次に、議案第６号の農用地利用集積等促進計画案の承認についてを議題とします。 

 

議案第６号、農用地利用集積等促進計画案の承認について 

農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条、及び第１９条の規定による農用地 

利用集積等促進計画案について意見を求める 

 

               令和６年６月７日 提出        

大仙市農業委員会 会長 細谷 精悦 

 

事務局の説明を求めます。 

 

３９ページの１番から４３ページの７番について、関連がありますので一括でご

説明いたします。 

農地の所在は、内小友○○○○○○○、地目は田、面積○○平方メートル、外、

田４０筆、計４１筆、合計面積○○○○○○まる平方メートルです。農地の所有者

は、○○○○○○○○○○○○○○、○○○○さん、外７名です。１番の利用権の

移転を受ける方は、○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○、○○○

○、○○○○さん。２番から４番の利用権の移転を受ける方は、○○○○○○○○

○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○、○○○○○、○○○○さん。５番から

７番の利用権の移転を受ける方は、○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○

○○○、○○○○○、○○○○さんです。 

申請理由として、当該地区で行われている圃場整備事業に関連し、法人間で利用

権の交換等を行って農地の集積・集約化を図るものです。 

なお、いずれの案件も、借受期間、金額については、前の契約を引き継いだもの 

になります。 

 

４３ページの８番から４８ページの１２番については関連がありますので、一括

でご説明いたします。 

西仙北地域の中間管理事業を利用した借受人の変更案件になります。農地の所在

は、土川○○○○○○○○○、地目は田、面積が○○○○○平方メートル、外、田

５２筆、畑７筆、計６０筆、合計面積○○○○○○平方メートルです。農地を所有

している方は、○○○○○○○○○○○○○、○○○さん、７１歳、外７名です。

権利の移転を受ける方は、○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○

○○、○○○○、○○○○○さんです。 

申請理由といたしまして、前の借受人は８番から９番が○○○○○さん、１０番

から１１番が○○○○○さん、１２番が○○○○さんですが、３人は令和６年４月

に新しく設立された○○○○○○○○○○○○○の構成員となることから、借受人

の変更をするものです。 

なお、設定期間や賃借料につきましては、いずれの案件とも前の契約を引き継い
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参 与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

だものです。 

 

４９ページから５３ページ、１３番から１７番については関連がありますので一

括でご説明いたします。 
仙北地域の中間管理事業の借受人の変更案件になります。農地の所在は、高梨○

○○○○○○○、地目は田、面積○○○平方メートル、外、田３６筆、畑１筆、合

計３８筆、合計面積○○○○○○○平方メートルです。農地を所有している方は、

○○○○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○さん、外６名です。１３番から

１５番の利用権の設定を受ける方は、○○○○○○○○○○○○、○○○○さん、

４９歳です。前の借受人は○○○○さんになります。理由といたしましては、○○

さんと○○さんは親子で、○○さんは高齢のため農業経営を息子の○○さんへ移行

するものです。 
次に１６番の利用権の設定を受ける方は、○○○○○○○○○○○○○○○、○○

○○○○、○○○○○、○○○○さんです。前の借受人は○○○○さんになります。

理由といたしましては、○○さんは高齢のため経営規模の縮小を考えて○○○○○○

さんに相談をし、話がまとまったものです。 
次に１７番の利用権の設定を受ける方は、○○○○○○○○○○○、○○○○さん、 

５４歳です。前の借受人は、○○○○さんになります。○○さんと○○さんは親子に

なりますが、農作業の中心であった○○さんの勤めが多忙となり、以前から共に農作

業を行ってきた母の○○さんへ農業経営を移行するものです。 
なお、何れの案件とも借受期間、金額については、前の契約を引き継いだものにな

ります。 
 

議案第６号の１７件について説明させていただきました。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

（なしの声） 

 

無いようですので、これより採決いたします。  

本案件について、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

 

全員賛成ですので、本案件は原案のとおり承認することに決定しました。 

 

 

次に、報告第１号の農地法第６条第１項の規定(農地所有適格法人)による報告につ

いてを議題とします。 

 

報告第１号、農地法第６条第１項の規定（農地所有適格法人）による報告について 

  下記の者から、農地法第６条第１項の規定により書類提出があったので、これを報

告する 

 

令和６年６月７日 提出 

大仙市農業委員会 会長 細谷 精悦  

 

事務局より報告願います。 

 

議案書の５５ページから５６ページをご覧ください。記載の１２の法人からの報
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議 長 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

告がありました。順に読み上げるところですが、総会時間の短縮のため省略させて

いただきます。ご了承ください。詳細につきましては、５７ページから１０６ペー

ジをご覧ください。 

結果、全ての法人が農地所有適格法人の要件を満たしていると判断いたしました。

法人報告については以上になります。 

 

  以上報告といたします。 

 

 

本日の日程は全て終了いたしました。 

その他、事務局から何かございませんか。 

 

その他 

（１）令和６年度最適化活動の目標の設定等、令和５年度農業委員会の農地 
 利用の最適化の推進の状況その他事務の実施状況の公表について 

（２）農業者年金加入推進に係る先進地視察研修の出欠確認について 

（３）農業委員・農地利用最適化推進委員等の公務災害補償制度について 

（４）農業における要望調査について 

（５）令和６年度市町村農業委員会地区別研修会の実施について 

 

その他、委員の方々から何かありませんか。 

 

無いようですので、以上をもちまして、第１３回大仙市農業委員会総会を閉会いたします。 

本日は、ご苦労様でした。                    （午前１０時１７分 閉会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


